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6 地盤沈下 

6-1 亜炭採掘跡に関する調査結果 

 

表 6-1-1(1) 対象事業実施区域周辺の亜炭採掘跡に関する文献調査結果 

文献名 内容（抜粋） 
高蔵寺町誌（東春日
井郡高蔵寺町役場 
昭和 7 年：昭和 63 年
復刻版） 

【出川炭鉱】 
・（地質及び炭層）炭層は四層存在するも主要なる一層を除き他は極め

て薄く稼行するに足らず。主要層は五六寸(0.2m)の夾みにより上下二
層に岐れ、上層は二尺五寸(0.8m)、下層は一尺七八寸(0.5m)の厚さを
有し、走向二百二十度傾斜北西に三度を示す。 

・（採炭）開坑は竪坑二箇により採炭には切羽幅五尺(1.5m)残柱の大さ
方二間乃至五間(3.6～9m)の残柱法を取る。 
（竪坑）径四尺(1.2m) 深さ七十八尺(24m) 
坑水の排出には蒸気及電動機を使用す。 

【芝炭鉱】 
・（地質及び炭層）地表より十尺乃至二百四十尺(3～73m)までは「ロー

ム」砂礫層、砂層、粘土層の順序にて存在し、亜炭はこの粘土層中に
胚胎す。炭層は二尺(0.6m)炭、三尺(0.9m)炭、六尺(1.8m)炭の三層に
して現今採炭せるものは六尺炭なり。炭層は上下二枚の層状をなし、
その間一尺五寸乃至五寸(0.2～0.5m)の中土を帯ぶ。中土と雖も夾煤
層にして殆んど燃焼に適す。炭層の擴布状態は地表の起伏によりて多
少の異動あるも概ね三四度の傾斜をなし、走向は二百七十度にして断
層として轉位の著しきものを認めず。 

・（採炭）開坑は竪坑にありては地質の脆き場所は枠組みをなし出水箇
所は潜水作業にて掘り下げ桶目を挿入し底部は水中「コンクリート」
を以て水止めをなし後排水着炭せしむ。着炭の暁は之の位置より左右
に開展し上り下りは一定の盤面上に三間又は四間(5～7m)の炭柱を存
置し切端は幅五尺又は六尺(1.5～1.8m)にして最初に中土を透し両側
を切離し鉄矢を入れ墜落せしめて採炭す。坑内水は「ウオシントンポ
ンプ」又は電動機直結「タービンポンプ」を以て坑外に排出す。通気
は一坑場に付き二坑口を開鑿し自然換気法をとれり、照明は「アセチ
リン」燈を用ふ。坑道は支柱枠組をなし採炭跡は土砂を充填して天井
の落盤を防止す。 

・（竪坑） 
名称  形状  深度     大きさ      坑道延長 

 大生坑 丸形 二十八間(51m) 径三尺六寸(1.1m) 百五十間(272m) 
 中根坑 丸形 二十九間(53m) 径四尺(1.2m)    八十間(146m) 
 奥生坑 丸形 二十二間(40m) 径三尺八寸(1.2m) 百四十間(255m) 
（横坑） 
 高松坑 角形 二百八十間(509m) 
 宮松坑 角形  百六十間(291m) 

上野坑 角形  百五十間(272m) 
松本坑 角形   三百間(546m) 
神明坑 角形   九十間(164m) 

日本鉱産誌 ＢＶ－
ａ 主として燃料と
なる鉱石－石炭－
（工業技術院地質調
査所 昭和 35 年 10
月） 

【北尾地区】 
・鮮新世の尾張夾炭層中に 3～4 層の褐炭層が挟有され、これらの炭層

の内、主として中位の炭層と下位の炭層とが稼行されている。 
・当地区最北部の土岐川以北においては、一般に炭層が 3 層（上層・中

層・下層）認められ、大草炭鉱や下原炭鉱では 3 層とも稼行している
が、他の炭鉱では主として中層及び下層が採掘されている。 
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表 6-1-1(2) 対象事業実施区域周辺の亜炭採掘跡に関する文献調査結果 

文献名 内容（抜粋） 
調査報告書 春日井
市役所 亜炭竪坑跡
地質調査委託工事 
（春日井市役所 昭
和 52 年 3 月） 

・本調査は、春日井市不二が丘団地における亜炭廃坑（竪坑）の位置を
確認するため実施したものである。 

・調査の結果、A、B 地点の 2 ヵ所において竪坑が確認され、また C 地点
においては坑道陥没によるものと思われる空洞が検出された。竪坑埋
立土は、砂、粘土、亜炭層などにより構成され、また下部には所々に
空隙が認められ、宅地基礎地盤（在来地盤、主に砂礫）よりかなり強
度が小さいことが判明した。 

・亜炭層は、今回の調査範囲内では、3 枚確認され、それぞれ高度 44m、
35m、30m に分布し、厚さはそれぞれ 1.10ｍ、2.70ｍ～3.40ｍ、0.70m
となっている。亜炭の採掘対象になっているのは、高度 35m 付近のも
ので、斜ボーリングによって多数の坑道が確認されている。 

・亜炭層の地表からの深度は A、B 地点で 7～8m、C 地点で 12～14ｍであ
る。亜炭層内の坑道の高さは、現在のところ 1.00ｍ～1.20ｍ程度にな
っているところが多く、70～80ｃｍ程度沈下したと推定される。B、C
地点付近は坑道内の地下水は確認されず、A 地点には地下水が認めら
れた。 

郷土誌かすがい 第
８号 
（春日井市役所 昭
和 55 年 9 月 15 日発
行） 

・亜炭鉱として稼行されていたのは、高蔵寺町、松本町、大泉寺町、出
川町、東山町で、最盛期の昭和 23 年ごろには、月産 5,500 トンも産
出し、燃料として利用されていたが、昭和 38 年頃にはほとんどの鉱
山が閉山された。 

亜炭廃坑重力探査業
務委託 報告書 
（春日井市役所 昭
和 59 年 10 月） 

・春日井市不二が丘町と松本町地内で重力探査を実施した。 
・亜炭廃坑の位置や分布範囲を推定し、安全対策の資料とする。 
・調査地域は現在は住宅地となっているが、市販の 1/25,000 の地形図

によれば、出川公園から北へ向かう中央部分は宅地造成前は丘陵の尾
根の部分に相当していたと考えられ、推定される廃坑は、この尾根を
とり囲むような位置に分布しているといえよう。 

春日井市史 地区誌
編１－坂下・高蔵寺
－（春日井市役所 
昭和 59 年） 

・不二が丘は現在平坦な地形であるが、以前は標高 56～66m の丘陵地で
あった。昭和 35 年頃から高速道路建設などで、その丘陵地の土砂が
採取されたために現在のようになった。 

・段丘堆積物や沖積層の下には、第三紀層の砂礫層や粘土層が厚く分布
している。この第三紀層の粘土層中に、当時の樹木が堆積して炭化し
た亜炭が挟まれている。国道 155 号線の北側、地下 6ｍあたりに 2m ほ
どの亜炭層があり、南部ほど深くなり、国鉄中央線の付近では、地下
28m に亜炭層が見られる。亜炭層の厚さは 1～3m で、間に粘土層を挟
んでいることが多い。 

 

表 6-1-2 対象事業実施区域周辺の亜炭採掘跡に関する文献調査結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：「日本鉱産誌 ＢⅤ－a 主として燃料となる鉱石-石炭–」（昭和 35 年 10 月 31 日 工業技術院地質調査所） 

 


